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１７ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

男

女

女

男

男

男

女

女

女

男

女

女

女

男

男

女

男

男

７．９

７．１０

７．１０

７．１２

７．１５

７．１６

７．１７

７．１９

７．２１

７．２３

７．２３

７．２４

７．２４

７．２６

７．２７

７．２８

７．３１

７．３１

９２

９８

９１

８７

６８

８７

８６

８９

８１

９６

９２

９２

７０

８４

９２

９２

９０

８９

山

物

山

山

山

山

香

物

山

香

山

山

山

香

香

香

山

山

戸板島

神池

秦山町１

久次

宝町５

東本町４

五百蔵

根木屋

栄町

梅久保

神母ノ木

久次

百石町１

吉野

梅久保

大井平

西本町３

旭町４

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

７．３

７．４

７．２４

７．２５

７．２８

絵里

宏美

理代

愛

真由

久志

智史

歩

光啓

幸宏

女

男

女

男

男

韮生野

吉野

秦山町２

駅前町

東本町４

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

香

香

山

山

山

ちさと

ひろと

のぞみ

なつき

平成３０年８月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，３８４人 男 １２，３６４人 女 １４，０２０人

前月比 

山田 香北 物部２０，０７２人

世帯数 １３，０８７世帯 出生

死亡

４，４９２人

－１７人

－１６人 ５人 －６人

１人 －１８人

７ 月
届 出

６人

２７人

１，８２０人

転入

転出

４０世帯

３３世帯前月比 －３世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

徐々に出材は増加傾向。災害後から天候に恵まれ

虫害が少なくスギ、ヒノキ共に強含み。低質材は

スギ、ヒノキ共に４ｍの造材でお願いします。

スギ・ヒノキ共に３m４mで直材になるような造

材が有利。曲が入る場合は４mで。伐採後は早め

の出材をお願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１１，０００

１３，５００

１４，０００

　８，０００

８，０００

１３，０００

１３，５００

１４，０００

　８，５００

１８，０００

１１，０００

１４，０００

１９，５００

１７，５００

１７，５００

１０，５００

１１，５００

１７，５００

１６，５００

１５，０００

　９，０００

２５，０００

９，０００

９，０００

　９，５００

１２，０００

１２，０００

　８，０００

　８，０００

９，５００

１２，０００

１２，０００

８，０００

１６，０００

１０，０００

１０，０００

１５，０００

１５，０００

１５，５００

９，５００

９，５００

１４，５００

１４，５００

１３，０００

８，５００

２３，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

８月８日第31９回市（物部） 

７月２７日第　８０回市（香美） 

しょうせい


